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「環境の世紀」と呼ばれる21世紀を迎え、早12年。

日本全国で行われている環境への取り組みは、環境負荷軽減のためという目的だけにとどまらず、
様々な広がりを見せている。新しい時代を環境と共に歩んでいくための取り組みを訪ねよう。

【 第 3 回 】

共
環境への旅
環境立国ニッポンの心を訪ねる

文：清水 潤　写真：特記以外は中原一隆　扉写真：縄手英樹／アフロ

京橋
への旅

麹町
への旅

日田
への旅

次世代のビルは環境と共に
清水建設株式会社
環境性・快適性・防災性を兼ね備えた超高層オフィス

新ビジネスは環境と共に
株式会社JM
太陽光パネルとEV充電器を全国に普及させる企業

現代の治水事業は環境と共に
独立行政法人水資源機構／株式会社熊谷組
大山ダム建設で行われた環境配慮
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ピ
ロ
テ
ィ
空
間
を
風
が
吹
き
抜
け

て
い
く
。
ゆ
っ
く
り
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
わ
り
を
眺
め

て
い
る
と
、
眼
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ピ

ロ
テ
ィ
の
柱
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
美
し
い
。
杉
の
木
の

本ほ
ん

実ざ
ね

型
枠
を
使
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
木
目
を
転
写
さ

せ
て
い
る
。
し
か
も
凹
凸
に
組
ま
れ
て
い
る
凝
り
よ
う

だ
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ガ
ラ
ス
の
空
間
の
支
持
材
は
ア

ル
ミ
キ
ャ
ス
ト
で
、
表
面
が
鈍
色
に
光
っ
て
い
る
。
こ

の
ビ
ル
の
中
に
最
先
端
の
環
境
技
術
が
あ
る
の
が
意
外

に
思
え
る
ほ
ど
外
観
全
体
は
ど
っ
し
り
と
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　

取
材
チ
ー
ム
は
二
階
の
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
へ
。

頭
上
に
広
が
る
大
空
間
の
開
放
感
に
、
自
然
に
「
ほ
ー

っ
」
と
吐
息
が
漏
れ
る
。
さ
わ
や
か
な
空
気
に
満
た
さ

新
社
屋
全
体
が
最
先
端
の

環
境
技
術
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

上／ピロティ内のエントランス。印象的なX型の部材はアルミキャ
スト製。ガラスを支持する。下／杉板をコンクリート型枠に使い、
表面に木目を転写。新本社ビルのさまざまなところに、ものづくり
のプロセスを表現した意匠が用いられている。

次
世
代
の
ビ
ル
は

環
境
と
共
に

東京メトロ銀座線京橋駅より徒歩5分

清水
建設

ブリヂストン
美術館

京
橋
駅

八
丁
堀
駅

宝
町
駅

東
京
メト
ロ

銀
座
線

都
営
浅
草
線

東
京
メ
ト
ロ

日
比
谷
線

京葉線

東
京
メト
ロ

銀
座
線

東京・京橋の清水建設新本社ビル
は地上22階、地下3階、高さ106m
の超高層ビルだ。「超環境オフィ
スビル」として今年5月に竣工し、
8月から営業を開始した。明治36
年から平成3年までの約90年間
にわたり本社を構えていた歴史あ
る街に戻り、環境の時代をリード
するものづくりの拠点となる。新
本社ビルは環境技術の開発により
二酸化炭素排出量を大きく削減し、
最高クラスの環境性能評価を得る
など、先進性が注目されている。
また、世間の大きな関心事である
防災も入念に検討されている。十
分な耐震性能を備え、地域の防災
拠点として帰宅困難者を支援する
地域防災センターとなるように計
画されている。環境性能と事業継
続性を両立させた、清水建設が目
指すecoBCP®を実現した最新モ
デルである。

清水建設
新本社ビル

京橋
への旅
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れ
、
心
地
が
い
い
の
だ
。
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
モ
デ
ル
ル

ー
ム
も
含
め
、
施
工
中
か
ら
見
学
者
が
後
を
た
た
な
い
。

建
物
全
体
が
同
社
の
最
新
技
術
を
公
開
す
る
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
「
当
初
か
ら
C
O
2
排
出
量
を
削
減
し
た
ビ
ル
を
つ

く
る
方
針
で
、
ま
ず
カ
ー
ボ
ン
・
ハ
ー
フ
（
二
〇
〇
五

年
東
京
都
平
均
値
）
で
設
計
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
」
と
語
る
の
は
新
本
社
設
計
室
グ
ル
ー
プ
長
の

竹
内
雅
彦
さ
ん
。「
既
存
の
環
境
技
術
だ
け
で
は
難
し

い
の
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
外
装
、
タ
ス
ク
＆
ア
ン
ビ
エ

ン
ト
天
井
輻
射
空
調
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
フ
セ
ッ
ト
照
明

な
ど
の
新
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
着
工

後
も
検
討
を
続
け
、
運
用
初
年
度
で
六
二
％
ま
で
削
減

で
き
る
見
込
み
で
す
」。
さ
ら
に
設
備
の
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
や
最
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
、
二
〇
一
五
年
に
削
減

率
を
七
〇
％
ま
で
高
め
、
そ
の
後
は
排
出
権
取
引
で
補

っ
て
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い
う
。

　

さ
っ
そ
く
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
で
天
井

輻
射
空
調
や
照
明
シ
ス
テ
ム
を
体
感
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

ド
ア
を
入
る
と
、
と
て
も
静
か
だ
。
空
調
の
気
流
や

機
械
音
が
こ
の
室
内
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
輻
射
空
調

が
日
本
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
竹
内
さ
ん
が
説

グラデーションブライン
ドが太陽高度に合わせて
角度を自動でかえ、室内
に柔かく光を導く。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
か
つ

気
持
ち
の
い
い
空
間

環
境
性・快
適
性・防
災
性
を

兼
ね
備
え
た
超
高
層
オ
フ
ィ
ス

清
水
建
設
株
式
会
社
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で
明
る
く
、
窓
際
の
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
照
明
は
点
灯
し
て

い
な
か
っ
た
。
外
の
明
る
さ
に
応
じ
て
こ
の
照
明
は
自

動
制
御
さ
れ
、
十
分
な
明
る
さ
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
と
い
え
ば
人
が
じ
っ
と
我
慢
し
て
取
り
組
む

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
な
か
で
、
快
適
性
を
両
立
す
る
高
い

技
術
力
が
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
場
所
だ
っ
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
外
装
シ
ス
テ
ム
に
も
技
術
が
集
ま
っ

て
い
る
。
ア
ル
ミ
キ
ャ
ス
ト
の
フ
レ
ー
ム
に
高
強
度
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
だ
P
C
が
外
装
と
構
造
体
を

兼
ね
て
い
る
た
め
、
各
フ
ロ
ア
は
窓
際
も
含
め
無
柱
の

空
間
と
な
っ
て
い
る
。
フ
レ
ー
ム
の
上
部
の
開
口
に
は

耐
震
パ
ネ
ル
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
入
る
。
オ
フ
ィ
ス
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
光
を
室
内
に
通
す
よ
う
薄
膜
型
を
使

用
。
軸
力
が
大
き
い
下
階
で
は
耐
震
パ
ネ
ル
の
数
が
多

く
、
上
階
で
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
多
く
配
置
さ
れ
て
い

る
。
電
力
は
蓄
電
さ
れ
、
商
用
電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト

に
活
用
さ
れ
る
。「
も
う
一
つ
特
徴
が
あ
り
ま
す
」
と
竹

内
さ
ん
。「
災
害
時
に
停
電
し
た
と
き
は
、
蓄
電
池
の
ほ

う
に
切
り
替
わ
り
、
事
業
継
続
（
B
C
P
）
に
役
立
つ

ん
で
す
」。
災
害
時
の
活
動
拠
点
に
な
る
と
き
に
も
省

エ
ネ
技
術
が
活
か
さ
れ
る
と
聴
き
、
も
う
一
度
感
心
し

て
し
ま
っ
た
。

明
す
る
。「
輻
射
空
調
を
採
用
す
る
た
め
に
は
、
高
温
多

湿
の
夏
に
お
け
る
輻
射
パ
ネ
ル
の
結
露
対
策
と
し
て
の

適
切
な
湿
度
管
理
、
ま
た
窓
廻
り
の
高
熱
負
荷
へ
の
対

応
が
必
要
で
す
。
本
建
物
は
こ
の
二
つ
の
問
題
を
克
服

し
ま
し
た
」。
そ
の
鍵
は
湿
度
調
整
に
あ
る
と
い
う
。
取

り
入
れ
た
外
気
の
湿
気
を
乾
燥
剤
で
吸
着
す
る
デ
シ
カ

ン
ト
空
調
機
に
よ
り
、
効
率
良
く
除
湿
さ
れ
た
空
気
を

床
下
か
ら
供
給
す
る
こ
と
で
、
室
内
湿
度
を
約
四
〇
％

程
度
に
調
整
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
床
に
四
角
い
吹
出

口
が
一
人
に
一
カ
所
設
け
ら
れ
、
個
別
に
体
感
温
度
を

調
節
で
き
る
と
い
う
の
に
は
驚
い
た
。
足
で
軽
く
開
く

と
、
さ
ら
っ
と
気
持
ち
の
い
い
空
気
が
立
ち
昇
っ
て
く

る
。
窓
際
は
ル
ー
バ
ー
状
の
斜
め
天
井
に
な
っ
て
お
り
、

輻
射
パ
ネ
ル
の
表
面
積
を
大
き
く
し
て
高
熱
負
荷
に
対

応
し
て
あ
る
。
外
装
フ
レ
ー
ム
に
庇
効
果
が
あ
り
、
熱

負
荷
が
通
常
の
ビ
ル
の
半
分
で
あ
る
こ
と
も
大
き
い
と

い
う
。

　

ま
た
、
晴
天
だ
っ
た
こ
の
日
、
室
内
は
自
然
光
だ
け

E C O -TO U R I SM

災
害
時
に
も
活
用
。随
所
に

仕
組
ま
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル

上／タスク照明。必要に応じて手元の明
るさを補う。下／個人ごとに設けられた
パーソナル床吹出口。足で簡単に開閉
し、調湿空気の量を調節できる。

オフィス空間。太陽光の活用、輻射熱空調や
アンビエント＆タスク照明によって快適に仕
事ができる。（提供：株式会社新建築社） 

オフィスなどの開口の上部には薄膜型の太陽光パネル（右）、トイレの開口には多結晶型の太陽
光パネル（左）が組み込まれている。

PC一体型のアルミキャストで構成されるハイブリッド外装。構造体である一方、太陽光パネル、耐震パネルなどが装備されている。

新本社設計室グループ長・竹内雅彦さん。



東京メトロ有楽町線麹町駅より徒歩1分

東
京
メ
ト
ロ

有
楽
町
線

麹
町
駅

株式会社
JM

日本テレビ
旧本社

ベルギー
大使館

旧事務所

ポルトガル
大使館

各産業分野で、二酸化炭素の排出
量の削減や環境負荷の低減へ向け
てさまざまな取り組みが行われて
いる。太陽光、風力、バイオマス
などの自然エネルギーを導入する
技術開発やシステムづくり、節電
効果の高い機器の開発、また次世
代型の電気自動車の普及を図る動
きも活発になっている。環境関連
の事業を立ち上げ、ビジネス化を
図る企業も増えている。こうした
なか、環境関連の工事とメンテナ
ンスという分野で急成長している
企業がある。東京・麹町に本社を
構える「JM」は前田建設工業のリ
テール部門からスタートし、同社
の100％子会社として独立。最近
は急増する太陽光パネルや、電気
自動車の充電コンセントなどの設
置工事を全国で展開している企業
として存在感を増している。

クリーンエネルギー
ビジネス

麹町
への旅
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ブ
ン
│

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
あ
る
。全
国
展
開
す
る

コ
ン
ビ
ニ
の
店
舗
数
は
当
時
約
九
〇
〇
〇
。
こ
れ
だ
け

の
数
の
店
舗
が
保
守
な
ど
の
対
象
に
な
る
こ
と
で
、
事

業
部
は
二
年
後
に
株
式
会
社
な
お
し
や
又
兵
衛
と
し
て

独
立
し
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
固
め
て
い
く
な
か

で
、
コ
ン
ビ
ニ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
サ
ー
ビ
ス
に
触

発
さ
れ
た
点
も
多
い
ん
で
す
」
と
大
竹
さ
ん
。
全
国
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
し
て
い
っ
た
。
支
店
に
当

た
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
一
三
カ
所
設
け
、
さ
ら
に

サ
テ
ラ
イ
ト
と
呼
ぶ
工
事
・
サ
ー
ビ
ス
拠
点
が
現
在

五
〇
カ
所
に
上
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
は
地
域
で
建
築
・
設

備
工
事
を
行
う
工
事
会
社
で
J
M
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
契
約
を
結
ん
で
い
る
。「
そ
れ
に
加
え
て
最
近
は
省

エ
ネ
の
工
事
需
要
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

電
気
工
事
専
門
に
一
一
〇
〇
カ
所
を
整
備
し
ま
し
た
」。

　

主
要
提
携
先
は
ユ
ニ
ク
ロ
、
出
光
興
産
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
及
び
、
そ
こ
に
環
境
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

　

J
M
本
社
は
事
業
の
拡
大
と
と
も
に
オ
フ
ィ
ス
が

手
狭
に
な
り
、
こ
の
七
月
に
東
京
・
麹
町
の
新
し
い
ビ

ル
に
移
転
し
た
ば
か
り
だ
。
エ
レ
ベ
ー
タ
の
扉
が
開
く

と
、
目
の
前
の
ホ
ー
ル
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
て
あ
る
の

は
人
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
。
J
M
は
そ

の
設
置
工
事
を
手
掛
け
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
も
の
の
、

大
竹
弘
孝
社
長
が
勢
い
よ
く
話
し
だ
す
と
、
一
般
の
工

事
業
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。

　
「
う
ち
は
コ
ン
ビ
ニ
型
の
建
設
サ
ー
ビ
ス
と
も
い
え

る
業
態
を
目
指
し
て
い
る
ん
で
す
」。
最
初
は
二
〇
〇
〇

年
、
大
竹
さ
ん
が
中
心
と
な
り
前
田
建
設
工
業
の
リ
テ

ー
ル
事
業
部
を
立
上
げ
、
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

を
開
始
し
た
。
そ
の
時
期
に
業
務
提
携
し
た
企
業
に
セ

大
企
業
と
現
場
を
結
び

環
境
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
る

企
業
へ

新
ビ
ジ
ネ
ス
は
　

環
境
と
共
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
と

E
V
充
電
器
を

全
国
に
普
及
さ
せ
る
企
業

株
式
会
社
J
M

フロアの入り口にディスプレイされた太陽光パネルが来
社した人の目を引く。

JMの新オフィス。環境分野の仕事が増えて、社員は忙しく立ち働く。

大竹弘孝社長。事業の中でITツールを積極的に活用している。

JMが提携している全国展開の企業のミニチュ
アモデルも飾られ、楽しい気分に。
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「
J
M
の
事
業
を
最
終
的
に
支
え
て
い
る
の
は
現
場

の
人
間
で
、
そ
れ
を
支
え
る
の
が
こ
れ
で
す
」
とipad

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
て
言
う
の
は
E
M

本
部
長
の
常
泉
さ
ん
。「
わ
れ
わ
れ
は
サ
テ
ラ
イ
ト
の

職
人
さ
ん
を
〝
前
線
〞
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
人

た
ち
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
報
告
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
設
置
工
事
を
完
了
す
る
と
同
時

に
写
真
を
撮
り
、
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る
だ
け
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
報
告
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
工
事
状
況

を
自
分
で
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
情
報
共
有
が
で
き

る
。
お
客
様
に
写
真
を
見
せ
な
が
ら
説
明
し
て
、
確
認

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
」。

　

J
M
は
安
定
し
た
仕
事
を
提
供
す
る
の
と
並
行
し
、

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
活
用
法
や
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
接
す
る
マ
ナ
ー
な
ど
、
前
線
で
働
く
人
た
ち
が
新
た

な
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
る
た
め
の
講
習
会
を
開
い
て
い

る
。
J
M
の
社
員
数
は
二
四
九
人
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
社
員
三
九
〇
人
、
訪
れ
た
本
社
で
働
く
の
は
七
三
人

と
の
こ
と
。
こ
れ
だ
け
の
人
数
で
全
国
展
開
し
て
い
る

こ
と
が
驚
き
だ
。「
ど
こ
で
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
基
本
で
す
」
と
大
竹
さ
ん
。
人
を
つ
な
ぐ

枠
組
み
の
大
切
さ
を
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。

　

保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
広
げ
る
一
方
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
I
T
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き

た
大
竹
さ
ん
。「
い
ま
駐
車
場
に
新
し
い
機
材
が
あ
る

住宅から大規模な施設まで、太陽光パネルの設置を行っている。 
（提供：JM）

右／ EM本部長・常泉修さん。増加するEVの充電器の
設置がスムーズに進むよう、マネージメントに取り組
む。左／日産のEVリーフと、街に設置される急速充電
器。（左写真提供：JM）

の
で
ご
案
内
し
ま
す
よ
」
と
弾
む
声
。
取
材
チ
ー
ム
を

待
っ
て
い
た
の
はM

atabee
号
だ
っ
た
。
車
の
屋
根
の

上
に
ご
つ
い
潜
望
鏡
の
よ
う
な
機
材
が
搭
載
さ
れ
、
車

体
と
機
材
で
高
さ
が
三
㍍
ほ
ど
も
あ
る
の
で
、
思
わ
ず

見
上
げ
て
し
ま
う
程
、
迫
力
が
あ
る
。
そ
れ
は
G
P
S

な
ど
を
装
備
し
た
カ
メ
ラ
で
、
町
を
走
り
な
が
ら
四
方

向
を
連
続
的
に
撮
影
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
の
だ

と
い
う
。
す
る
と
高
解
像
度
の
3
D
デ
ー
タ
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
ツ
ー
ル
で
、

こ
れ
を
見
た
と
き
に
大
竹
さ
ん
は
一
目
ぼ
れ
、
開
発
者

と
直
接
交
渉
し
て
、
つ
い
に
日
本
で
初
め
て
導
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
建
物
の
位
置
情
報
や
寸
法
関

係
が
正
確
に
記
録
さ
れ
、
町
の
状
況
が
手
に
取
る
よ
う

に
わ
か
る
の
だ
。
大
竹
さ
ん
は
こ
の
点
に
可
能
性
を
見

い
だ
し
た
。
た
と
え
ば
急
速
充
電
器
な
ど
の
配
置
を
含

め
、
環
境
重
視
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
検
討
も
簡
単
に
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
自
治
体
な
ど
に
働
き
か
け
、
今
後

の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
町
づ
く
り
）
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
「
今
ま
で
と
同
様
企
業
と
共
に
、
現
場
と
共
に
、
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
は
町
の
人
た
ち
と
も
共
に
歩
ん
で
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
語
る
大
竹
さ
ん
。
実
は
二
〇
〇
七
年

か
ら
社
名
と
し
て
採
用
さ
れ
た
J
M
と
は
、JA

PA
N
 

M
A
N
A
GEM

EN
T

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
こ

に
は
環
境
の
時
代
を
迎
え
、
大
き
く
飛
躍
し
た
い
と
い

う
志
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る

シ
ス
テ
ム
の
考
案

進
め
る
企
業
が
加
わ
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
に
ソ
ー

ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
グ
ル
ー
プ
）

と
提
携
し
、
同
社
が
開
発
・
生
産
す
る
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
工
事
会
社
に
。
さ
ら
に
翌
年
、
日
産
自
動
車
と

の
提
携
で
、
E
V
（
電
気
自
動
車
）
リ
ー
フ
の
専
用
充

電
コ
ン
セ
ン
ト
や
急
速
充
電
器
、
E
V
か
ら
住
宅
へ
の

給
電
が
可
能
な
E
V
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
工

事
へ
と
仕
事
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
経

緯
を
聴
い
て
い
る
と
、
環
境
技
術
の
開
発
が
進
む
ほ
ど

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
段
階
を
カ
バ
ー
す
る
仕
事
が
い
か

に
重
要
か
気
づ
か
さ
れ
る
。

Matabee-3Dmの写真計測を行うMatabee号。屋根に搭載した装置はGPSアンテナ、ステレオカメラなどで構成され、4方向を同時に計測する。

5 〜 20mピッチで連続する計測データから都市
空間モデルが自動生成される。（提供：JM）

こ
れ
か
ら
の
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
の
挑
戦
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七
月
下
旬
、
か
ん
か
ん
照
り
の
日
差
し
を
浴
び
な
が

ら
大
山
ダ
ム
の
堤
体
の
上
に
立
っ
た
。
堤
体
の
高
さ
は

九
四
㍍
と
い
う
か
ら
高
層
ビ
ル
の
屋
上
に
い
る
よ
う
な

も
の
だ
。
欄
干
に
つ
か
ま
っ
て
見
渡
す
と
緑
に
覆
わ
れ

た
山
々
に
囲
ま
れ
、
水
を
た
っ
ぷ
り
と
た
た
え
て
い
る
。

「
試
験
湛
水
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
今
頃
は
最
低
水
位

に
近
づ
い
て
い
る
予
定
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
九
州
北
部

豪
雨
の
と
き
、
こ
の
ダ
ム
の
流
域
に
は
二
日
間
で

五
〇
二
㍉
も
降
っ
て
一
気
に
水
位
が
上
が
っ
た
ん
で

す
」
と
水
資
源
機
構
の
稲
葉
悦
雄
さ
ん
。
日
田
市
は
今

年
七
月
、
二
回
に
わ
た
っ
て
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規
模

な
洪
水
被
害
が
発
生
し
た
が
、
大
山
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

た
赤
石
川
の
下
流
は
、
洪
水
調
整
の
機
能
が
働
き
氾
濫

し
な
い
で
済
ん
だ
の
だ
と
い
う
。

　
「
日
田
市
は
昔
か
ら
水
が
豊
か
で
、
ヤ
マ
メ
や
ア
ユ

漁
、
川
の
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
る
だ
け
に
地
元
の
人

た
ち
は
水
質
に
は
敏
感
で
す
か
ら
」
と
言
う
の
は
熊
谷

組
の
岡
本
弾
所
長
だ
。「
建
設
工
事
中
は
大
量
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
に
伴
い
出
る
水
を
水
処
理
施
設
で
中
和
し

て
か
ら
流
す
の
が
当
然
で
す
し
、
水
質
は
二
四
時
間
体

制
で
監
視
す
る
ん
で
す
」。
熊
谷
組
は
ダ
ム
建
設
の
環

境
配
慮
と
し
て
ホ
タ
ル
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
も
行
っ
た
。

そ
れ
は
ダ
ム
建
設
で
初
の
導
入
と
な
っ
た
高
度
技
術
提

案
型
競
争
入
札
の
自
由
提
案
の
一
つ
だ
っ
た
。
水
資
源

機
構
で
は
貴
重
種
の
蝶
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
守
る
た
め

に
食
料
に
な
る
樹
木
を
育
て
た
り
、
ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ（
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
と
同
じ
両
生
類
！
）
が
生
き

る
浅
い
水
路
を
上
流
に
つ
く
っ
た
り
し
て
い
る
。「
ダ

ム
は
こ
れ
だ
け
広
い
範
囲
を
水
没
さ
せ
る
ん
で
す
か
ら
、

自
然
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た
い
ん
で
す

よ
」
と
言
う
稲
葉
さ
ん
。
そ
の
言
葉
か
ら
治
水
事
業
の

分
野
で
環
境
に
取
り
組
む
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら

つ
く
ら
れ
た
大
山
ダ
ム

現
代
の
治
水
事
業
は

環
境
と
共
に

大山町より車で5分

鳥宿山

ホタル
ビオトープ

大山ダム

独立行政法人水資源機構が大分県
日田市で筑後川水系の赤石川に建
設中の大山ダムは、熊谷組の施工
により平成19年着工。建設目的
は洪水調整、河川環境の保全、利
水である。洪水調整は流域で100
年に一度の確率で起きる洪水への
対応。また、渇水期に放水して河
川の水量を安定させ、河川環境の
保全を図る。利水としては、筑後
川下流の久留米地域及び福岡市周
辺の水道用水を確保する。総貯水
容量は1960万tで25mプール4万
個分に相当。堤体の高さは94m、
堤頂長は370mに及ぶ。ダム本体
はすでに平成22年に概成し、23
年5月から試験湛水を実施してい
る。堤頂部の標高は264m、試験
湛水では洪水時の最高水位である
標高259mまで水を貯めたあと、
最低水位の標高206mまで放水し
て、ダム本体、基礎岩盤及び貯水
池の斜面の安全性を確認。平成
25年春に本格稼働する。

100年に一度の
洪水に対応する
大山ダム

日田
への旅

9
ECO -TOU R I SM

大
山
ダ
ム
建
設
で

行
わ
れ
た
環
境
配
慮

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
／
株
式
会
社
熊
谷
組

放水路から見た大山ダム。大
雨の水を蓄え、安定した水量
を放水する。（提供：熊谷組）

大山ダムの堤体の頂部を見下ろす。試験湛水中に標高220m程まで下げていた水位
が7月中旬の豪雨で一気に30m上がった。

左は独立行政法人水資源機構大山ダム建設所の稲
葉悦雄さん。副所長を務める。右は熊谷組九州支
店大山ダム工事所所長の岡本弾さん。

大山ダムの下流で、日田市内を流れる三隈川。アユが獲れ、美しい川の流れが観光
資源でもある。
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ダ
ム
か
ら
一
㌔
ほ
ど
上
流
に
移
動
し
、
ホ
タ
ル
ビ
オ

ト
ー
プ
に
到
着
し
た
も
の
の
、
池
や
せ
せ
ら
ぎ
は
夏
草

に
す
っ
か
り
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
日
田
市
内
に

も
ホ
タ
ル
の
生
息
場
所
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
新
た
に
つ

く
ら
れ
た
棲
家
だ
。
草
む
ら
に
分
け
入
っ
て
よ
う
や
く

足
元
に
澄
ん
だ
池
が
現
れ
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
熊
谷

組
技
術
研
究
所
の
門
倉
伸
行
さ
ん
が
「
ほ
ら
、
こ
れ
が

カ
ワ
ニ
ナ
で
す
」
と
指
さ
し
た
石
の
表
面
に
一
㌢
ほ
ど

の
黒
い
貝
。「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
は
カ
ワ
ニ
ナ
し

か
食
べ
な
い
の
で
、
こ
れ
が
生
息
で
き
る
水
質
が
じ
つ

は
重
要
な
ん
で
す
」。
幸
い
に
周
囲
の
沢
で
カ
ワ
ニ
ナ

が
確
認
さ
れ
、
そ
の
水
を
導
き
入
れ
た
の
で
よ
く
繁
殖

し
て
い
る
と
い
う
。
ホ
タ
ル
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
っ
て

か
ら
四
年
、
毎
年
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
と
カ
ワ
ニ
ナ

を
放
流
し
、
ホ
タ
ル
が
生
ま
れ
育
つ
環
境
が
で
き
つ
つ

あ
る
。「
ダ
ム
や
ト
ン
ネ
ル
の
現
場
は
ホ
タ
ル
の
生
息

地
で
あ
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
そ
の
保
全
に
も
大
山

ダ
ム
の
事
例
を
役
立
て
た
い
で
す
ね
」
と
門
倉
さ
ん
。

地
元
の
小
学
生
を
招
き
、
環
境
教
育
の
場
に
も
な
っ
て

い
る
。
取
材
チ
ー
ム
も
生
物
の
多
様
性
に
つ
い
て
た
っ

ぷ
り
教
わ
っ
て
、
束
の
間
の
小
学
生
気
分
を
味
わ
っ
た
。

ホ
タ
ル
の
棲
家
と
な
り
、

多
様
な
生
き
物
が
や
っ
て
く
る

ビ
オ
ト
ー
プ

熊谷組技術研究所・技術部
長の門倉伸行さん。水質、
土壌、植物環境などの条件
から300㎡のホタルビオト
ープを設計。

ホタルビオトープに現れた
カエルとトンボ。水辺の環
境にはホタルだけでなくさ
まざまな生物が生息、飛来
する。下／ホタルの幼虫の
餌になる巻貝、カワニナ。

　

七
月
号
か
ら
今
号
ま
で
、
九
つ
の
場
所
を
巡

っ
た
「
環
境
へ
の
旅
」
は
い
か
が
で
し
た
で
し

ょ
う
か
。
一
言
で
「
環
境
」
と
い
っ
て
も
、
人

そ
れ
ぞ
れ
、
様
々
な
と
ら
え
方
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
取
材
先
で
も
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
た
日
本
な
ら
で
は
の
想
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
一
回
「
生
」
で
は
環
境
配
慮
に
取
り
組
む

仕
組
み
を
導
入
し
て
い
る
団
体
や
企
業
を
訪
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
人
々
が
使
命
感
を
持
ち
、

い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
回
「
保
」
で
は
環
境
改
良
の
現
場
を
訪

ね
ま
し
た
。
日
々
、
大
量
の
廃
棄
物
や
汚
泥
と

格
闘
を
し
続
け
る
人
々
の
、
努
力
と
気
概
が
あ

り
ま
し
た
。

　

第
三
回
「
共
」
で
は
今
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と

異
な
る
、
先
進
の
環
境
の
考
え
方
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
未
来
を
目
指
す
心
意
気
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
感
じ
る

「
環
境
」
の
世
界
観
は
広
が
り
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　

少
し
で
も
そ
の
手
掛
か
り
を
見
つ
け
て
い
た

だ
け
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

環
境
を
想
う

九
つ
の
旅
を
終
え
て

E C O -TO U R I SM

環境への旅
環境立国ニッポンの心を訪ねる

株式会社大林組
自然と生きる

清瀬
一般社団法人大崎エリアマネージメント

街と生きる

大崎
三井不動産株式会社

建物と生きる

銀座

保
東京都中央卸売市場

市場用地の安全・安心を保つ

豊洲
株式会社京葉興業

循環型社会を保つ

新砂
戸田建設株式会社

近隣の生活を保つ

武蔵野

清水建設株式会社
次世代のビルは環境と共に

京橋
株式会社JM

新ビジネスは環境と共に

麹町
独立行政法人水資源機構／株式会社熊谷組

現代の治水事業は環境と共に

日田

生

共


